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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 ８ 

令和 ５年 ８月２４日 

午前・午後１１時５５分    

議会名 令和 ５ 年 第 ３ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １７ 番     滝田 洋子 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１ 市営住宅入居について 

（１）保証人について 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生活保護申請時の対応

について 

 

 

２ 佐野市立小中一貫校につ

いて 

（１）あそ野学園義務教育学

校の学校経営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市営住宅の現在の入居者保証人について現状を伺

いたい。 

②市営住宅への入居希望者で、保証人がいなく、入

居できないで困っている市民に対しての対応を伺

いたい。 

③他県では、保証人無しで入居受け付けをしている

自治体があるが、佐野市の考えを伺いたい。 

 

① 生活保護申請時、市営住宅の案内はしているの

か伺いたい。 

 

 

 

 

①学び→主体的・対話的な深い学びに向け、わかり

やすい授業（学び）の実践、教師主導から学習者

主体への授業改革をします。とありますが、具体

的な事例を伺いたい。 

②育つ→互いの関係性（協働）の中での成長、「育

てる」から「育つ」へ、学校・家庭・地域での学

びの中に仕掛けをしていきます。とあるが、具体

的に伺いたい。 
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（２）葛生義務教育学校のメ

リットについて 

 

 

 

 

（３）スクールバスでの登下

校について 

 

 

 

 

３ 不登校児童生徒について          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 栃木県立足利中央特別支

援学校の通学での送迎につい

て 

 

 

③地域が今までの一つの学校より、広い範囲になり

教職員の負担になっていないか伺いたい。 

④インクルーシブ教育の視点からの特別支援教育の

推進とあるが、現状を伺いたい。 

 

①児童生徒の異学年学年交流のメリットについて伺

いたい。 

②前期課程、後期課程の乗り入れ授業について具体

的に伺いたい。 

③中 1ギャップの解消について伺いたい。 

 

① 低学年の児童保護者より、トイレが心配でスク

ールバスに乗るのが不安になっていると相談が

ありました。スクールバスでの登下校の時間は

どのくらいか伺いたい。 

 

 

① あそ野学園・葛生義務教育学校について、それ

ぞれ環境が変わり、少人数の学校から大規模な

学校へと変わり、楽しい学校生活になった児童

生徒も増えたことと思いますが、環境の変化に

より、行き渋りの児童生徒の現状はあるか伺い

たい。 

② 児童生徒の学校へ行きたくないと思う気持ちの

分析と対応をどのように考えているのか伺いた

い。 

③ 各学校に、大勢の教室には入れない児童生徒

が、少人数で対応できる居場所はあるのか、担

当教員はいるのか伺いたい。 

④ 宇都宮市のメタバース活用について視察をした

いと考えていると、以前の議会で教育長が答弁

していたが、その後の進捗状況を伺いたい。 

 

 

① 佐野市から通学している生徒で、車椅子での通

学のため家族送迎になっている。家族の負担が

大きく、車椅子使用の生徒もバス通学と同じく

送迎してほしいと相談がありました。 
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５ 特別支援学校卒業後の支

援について 

県立学校のため、県担当部署にお願いしてほし

いが、佐野市としてそのような考えがあるのか

伺いたい。 

 

 

① 特別支援学校卒業後の居場所が心配され、「18歳

の壁」があると感じるが、知的障がい者に対

し、市内にどんな支援や受け入れる場があるか

伺いたい。 

② 特別支援学校卒業後、一人ひとりの支援が適正

にされている状況かを佐野市では、どのように

把握されているか伺いたい。 

 

 

 


